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　中将姫説話は文献上は建久三年←一九二年）に書か
れた『建久御巡礼記』に現われるのが最初とされる。そ
こでは当麻寺の曼茶羅の縁起の一説として横侃大納言の
娘の願によって化人が曼茶羅を織り上げ，娘はこの曼陀
羅に向かって祈念を怠らず，極楽往生を遂げたという言
い伝えが記される。但しここでは娘に中将姫という名前
5．個人研究経過報告
はない。その名前が現われるのは，寛喜三年（一二三一
年）書写の『当麻寺流記附当麻曼茶羅経文』においてで
ある。そこでは横侃大納言は，正二位右大臣となり，娘
は中将と呼ばれるが，同書は別に「古老伝」として「伏
突大納言息女」という者の同内容の説話を載せていて，
こうした人物の呼称が鎌倉期の諸本では流動的なのが特
徴的である。これが何を意味するか，中将姫の縁起とし
て成立するまでに類似の，あるいは同趣の説話が先行し
た可能性も考えられる。この点をまず問題としたい。
　またこの曼茶羅が『観無量寿経』を絵画化したもので
ある点で，中将姫の極楽往生諌が当麻寺で迎講として演
じられるようになったとすることは理解しやすいが，迎
講の成立と中将姫の曼茶羅縁起の成立との先後関係は一
概には決めかねる。迎講が先に行われていて，中将姫縁
起の盛行をそこに取り込んだ可能性が高い。これを第二
の問題としたい。また女人往生は古代文学においては絶
望視されていた重要なテーマであるが，それがここで中
将姫の往生讃として成立するのは画期的な意味がある。
浄土教の隆盛とも併せて中将姫説話の文学史上の意味を
も問うてみたい。
　中将姫説話は基本的に当麻曼茶羅の縁起であるが，そ
れが盛行し流布する過程で縁起としての性格が希薄にな
って，文学的ないし演劇的な題材として独自な成長を見
せるようになる。能のr当麻』，『雲雀山』，御伽草子『中
将姫の本地』などの成立は，そうした中将姫説話の新し
い展開である。ここでは中将姫説話が室町時代の文学の
中にどのように位置づけられるのか，中将姫説話はどの
ような主題や思想によって室町時代の文学となりえたの
か，検討したい。さらにいえば中将姫説話は近世におい
ても装いを改めて浄瑠璃や歌舞伎として演じられるが，
そのように長い間にわたって繰り返し甦る理由は何であ
るのか，この説話のどこにそのような力があるのか，そ
うした点についても考えてみたい。
37
